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化学物質安全性(ハザード)評価シート 
 

整理番号 2001－65 官報公示 
整理番号 

3－777(化審法) 
1－239(化学物質管理促進法)

CAS 番号 100－02－7 

 
 
 
名  称 

 
 
 

 
p-ニトロフェノール 

 
別名：4-ニトロフェノール 

 
 
 
構 造 式

 
 
 

NO2HO

 

分 子 式 C6H5NO3 分 子 量 139.11 
市場で流通している商品(代表例)1) 
純 度      ：99％以上 
不純物      ：o-ニトロフェノール 
添加剤または安定剤：無添加 

1. 物理・化学的性状データ 
 外 観：黄色固体2) 

 融 点：113～114℃2) 
 沸 点：279℃(分解)2) 

 引 火 点：169℃3) 
 発 火 点：文献なし 

 爆 発 限 界：文献なし 
 比 重：d 1.5 3) 
 蒸 気 密 度：4.80(空気 = 1) 
 蒸 気 圧：0.0032 Pa(2.4×10-5 mmHg)(20℃)、290 Pa(2.2 mmHg)(146℃)、 
              24.9 kPa(18.7 mmHg)(186℃)4) 

 分 配 係 数：log Pow；1.91(実測値)、1.91(計算値)5) 
 加水分解性：加水分解を受けやすい化学結合なし 
 解 離 定 数：pKa = 7.15(25℃)2) 
 スペクトル：主要マススペクトルフラグメント 

m/z 65(基準ピーク, 1.0)、139(0.80)、39(0.64)6) 

 吸 脱 着 性：土壌吸着係数 log Koc；1.7 2) 
 粒 度 分 布：報告なし 

溶 解 性：p-ニトロフェノール／水；16 g/L(25℃)2) 

      エタノール、アセトン、クロロホルムなどの有機溶媒に易溶2) 

 換 算 係 数：1 ppm = 5.79 mg/m3 
  (気体, 20℃) 1 mg/m3 = 0.173 ppm 
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2. 発生源・暴露レベル 
製造量等：平成 10 年度  221 t(製造 221 t  輸入 0 t)7) 
放出・暴露量：文献なし 
用  途：鎮静剤原料、殺菌剤1) 

 
 

3. 環境運命 
1) 分解性 
好気的 

難分解8) (化審法) 
試験期間 被験物質 活性汚泥 

2 週間 100 mg/L 30 mg/L 
BOD から算出した分解度 

4.3％ 

嫌気的 
報告なし。 

非生物的 
OH ラジカルとの反応性 

対流圏大気中では、速度定数 = 4.42×10-12 cm3/分子・sec(25℃)で9)、OH ラジカル濃

度を 5×105～1×106分子/cm3とした時の半減期は 2～4 日と計算される。 
水中での直接光分解 

    本物質の直接光分解による半減期は 16 時間であり、硝酸イオン及び亜硝酸イオンの

存在下では半減期はそれぞれ 1.2 時間及び 3.5 時間に短縮されるとの報告がある2)。 

 
2) 濃縮性 

低濃縮8) (化審法) 
脂質含量 試験期間 

－ 6 週間 
 試験濃度 濃縮倍率 

第 1 区 0.2 mg/L 2.5～7.8 
第 2 区 0.02 mg/L 2.6～5.4 
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3) 環境分布・モニタリングデータ10) 
検 出 例 と 検 出 範 囲 

水質 ppb 底質 ppm 魚類 ppm その他 
実 
施 
年 
度 

B/A 
検出範囲 

(検出限界) 

B/A 
検出範囲 

(検出限界) 

B/A 
検出範囲 

(検出限界) 

B/A 
検出範囲 

(検出限界) 

(昭) 

53 

1/30 
0.13 

(0.08～10) 

0/30 
－ 

(0.02～0.5) 

 
調査ﾃﾞｰﾀなし

 
調査ﾃﾞｰﾀなし 

(昭) 

54 

0/111 
－ 

(0.04～5) 

0/111 
－ 

(0.002～0.8)

0/93 
－ 

(0.01～0.2) 

 
調査ﾃﾞｰﾀなし 

(平) 

6 

0/36 
－ 

(0.6) 

0/36 
－ 

(0.0052) 

0/36 
－ 

(0.005) 

大気 27/27 
1～71 ng/m3 

(1) 

           B/A は検出数／検体数を表す。 

 
 
4. 生態毒性データ 

 

分類 生物名 LC50 (mg/L) 
(暴露時間) 

EC50 (mg /L) 
(暴露時間) : 影響指標 

毒性区分*11) 

藻類 Scenedesmus 
 subspicatus12) 
(セネデスムス) 

 23.7(96-h) : 増殖阻害 急性カテゴリー3 に
相当 

 Selenastrum 
 capricornutum13) 

 (セレナストラム) 

 

4.89(96-h) : 増殖阻害 急性カテゴリー2 に
相当 

Daphnia magna12) 

 (オオミジンコ)  
 4.7(48-h) : 遊泳阻害 急性カテゴリー2 に

相当 
甲殻類 

Daphnia magna12) 

 (オオミジンコ) 

 

 1.3(21-d) : 繁殖 NOEC  

魚類 Oryzias latipes12) 

(メダカ) 
 7(48-h) 急性カテゴリー2 に

相当(暴露時間が異
なる) 

 Oncorhynchus 
mykiss12) 
(ニジマス) 

 7.93(96-h) 急性カテゴリー2 に
相当 

 Lepomis 
macrochirus12) 
(ブルーギル) 

8.3(96-h) 急性カテゴリー2 に
相当 

 Danio rerio12) 

 (ゼブラフィッシュ) 
10.4(96-h) 急性カテゴリー3 に

相当 

 Poecillia 
reticulata12) 

 (グッピー) 

14(96-h) 急性カテゴリー3 に
相当 

 Pimephales 
 promelas12) 
(ファットヘッドミノー) 

41(96-h) 

 

急性カテゴリー3 に
相当 

       *    ：OECD 分類基準に基づく区分 
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5. ほ乳動物毒性データ 
1) 急性毒性 

 マウス ラット ウサギ 

経口 LD50 280-626 mg/kg
2,14,15,16,17,18) 

50-620 mg/kg
2,14,15,16,17,18) 

> 600 mg/kg 15) 

吸入 LC50 － > 4,033 mg/m3(4h)18) 

(> 697 ppm 相当) 
－ 

経皮 LD50 － 1,024-1,300 mg/kg 15, 17) > 5,000 mg/kg 15, 18) 

腹腔内 LD50 50-115 mg/kg 2, 14, 15, 17) 50 mg/kg 14) － 

静脈内 LD50 － － － 

皮下 LD50 － > 200 mg/kg 15) － 

 

 モルモット イヌ 

経口 LD50 － － 

吸入 LC50 － － 

経皮 LD50 > 2,000 mg/kg 14, 15, 16) － 

静脈内 LD50 － > 10 mg/kg 15) 

皮下 LD50 > 200 mg/kg 15) － 

マウスに本物質 50-200 mg/kg を単回経口投与した実験で虚脱がみられる14)。 
ラットに本物質を単回経口投与した実験(用量不明)で、腹臥、横臥、虚脱、呼吸数増加、

呼吸困難、振戦、間代強直性痙攣、黄色尿がみられ、死亡例の剖検では肺の暗赤色部を伴

う灰色化がみられている1, 3, 17, 6)。 
ネコに本物質 100-500 mg/kg を経口投与した実験ではメトヘモグロビンの形成はみられ

ていない17)。 
ラットを本物質 4,033 mg/m3(697 ppm 相当量)に 4 時間吸入暴露した実験で、角膜の混濁

がみられている18)。 
マウスに本物質 25-100 mg/kg を単回腹腔内投与した実験で、虚脱がみられている14)。 
ラットに本物質 25-400 mg/kg を単回腹腔内投与した実験で、頻脈及び不整脈がみられて

いる14)。 

 
2) 刺激性・腐食性 

ウサギの眼に本物質 70 mg(0.1 mL 相当)を適用した実験で、適用後の 3 日間に結膜の浮

腫、7 日後に結膜の白色化がみられ、さらに 7 日後から角膜の血管新生、21 日後において

も角膜混濁がみられている18, 19)。 
ウサギの眼に本物質を適用した実験(用量不明)で、虹彩の充血、水晶体白濁、膿様滲出

液がみられている14, 16)。 
ラットの皮膚に本物質 50-250 mg/kg を 120 日間閉塞適用した実験で紅斑、痂皮、亀裂が

みられている18)。 
ウサギの無処置及び擦過皮膚に本物質 500 mg を 24 時間閉塞適用した実験では、痂皮、
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紅斑、落屑、肥厚がみられている20)。また、ウサギの擦過皮膚に本物質 5,000 mg を 24 時間

閉塞適用した実験で、紅斑、浮腫がみられている18)。 
モルモットの皮膚に本物質 1,000 mg/kg を 24 時間閉塞適用した実験で、焼痂、重度の瘢

痕がみられている14, 16)。また、モルモットの皮膚に本物質 1,000-2,000 mg/kg を閉塞適用し

た実験で、びらん、浮腫、黄褐色斑、真皮の腫脹、重度の焼痂がみられており14)、同様に

本物質 250-1,000 mg/kg を閉塞適用した別の実験で浮腫、紅斑、焼痂、壊死がみられている
14)。 

 
3) 感作性 

モルモットにおけるマキシマイゼーション法による実験で中等度の感作性を示す17)。 

 
4) 反復投与毒性 
(1) 経口投与 

ラットに本物質 70、210、630 mg/kg/day を 28 日間強制経口投与した実験で、210 mg/kg/day
以上の投与群で死亡が認められている。また、70 mg/kg/day 以上で肝臓の退色、脂肪変性、

210 mg/kg/day 以上で自発運動低下、630 mg/kg/day で白血球数の軽度の増加がみられ、同群

の死亡例ではうっ血、ネフローゼ、精巣の萎縮及び精子形成阻害、卵巣の閉鎖卵胞の増加

が認められている17)。 
ラットに本物質 25、70、140 mg/kg/day を 13 週間連続強制経口投与した実験で、70 

mg/kg/day 以上で死亡が認められ、死亡例では投与直後に蒼白、自発運動低下、腹臥位、異

常呼吸音及び呼吸困難、剖検で肺、肝臓及び腎臓の暗色化、また病理組織学的検査では肺、

肝臓、腎臓、副腎及び下垂体のうっ血がみられている。なお、投与期間終了時の生存例に

著変は認められず、NOEL は 25 mg/kg/day と報告されている18, 21)。 

 
(2) 吸入暴露 

ラットを本物質 26、112、292、2,119 mg/m3(4.5、19.3、50.4、366 ppm 相当)に 6 時間/日
×5 日間/週×10 日間吸入暴露した実験で、112 mg/m3以上でメトヘモグロビンの増加、292 
mg/m3以上で AST 活性及びクレアチニンの増加並びに暗色尿及び蛋白尿、2,119 mg/m3では

赤血球、ヘモグロビン及びヘマトクリット値の増加がみられている18, 23)。 
ラットを本物質 1、5、30 mg/m3(0.17、0.86、5.2 ppm 相当)に 6 時間/日×5 日間/週×4 週間

吸入暴露した実験で、片側または両側性の白内障がみられた以外毒性影響は認められてい

ない22)。 
(3) 経皮投与 

マウスに本物質 40、80、160 mg/kg/day を 3 日間/週×78 週間経皮投与した実験で、皮膚

刺激に起因する変化を除いて毒性はみられていない2, 23)。 
ラットに本物質 50-250 mg/kg/day を 120 日間経皮投与した実験で、皮膚刺激に起因する

変化を除いて毒性はみられていない6)。 

 



(p-ニトロフェノール)6 

 

5) 変異原性・遺伝毒性 

試験方法 試験条件 結果* 
ネズミチフス菌 TA98、TA100、TA1535、
TA1537、50-5,000 µg/plate、S9(-/+)23) 

－ 

ネズミチフス菌 TA98、TA100、TA1535、
TA1537、最高用量 500 µg/plate、S9(-/+)17) 

－ 

ネズミチフス菌 TA98、TA100、TA1535、
TA1537、TA1538、0.8-2,500 µg/plate、 
S9(-/+)17) 

－ 

ネズミチフス菌 TA98、TA100、TA1535、
TA1537、10-10,000 µg/plate、ラット及びハ

ムスターS9(-/+)17) 

－ 

ネズミチフス菌 TA98 、 TA100 、 5-100 
µg/plate、S9(-/+)+norharman17) 

－ 

ネズミチフス菌 TA1538、TA1798、 
125-2,000 µg/plate、S9(-)17) 

－ 

ネズミチフス菌 TA98、TA100、TA1535、
TA1537 、 TA1538 、 10-1,000 µg/plate 、

S9(-/+)17) 

－ 

ネズミチフス菌 TA98、TA100、100-5,000 
µg/plate、S9(-/+)17) 

－ 

ネズミチフス菌 TA1535/psk1002、最高用量

745 µg/plate、S9(-/+)17) 
－ 

ネズミチフス菌 TA98、TA100、42-4,173 
µg/plate、ラット及びハムスターS9(-/+)17) 

－ 

大腸菌 WP2、WP2uvrA、WP67、CM611、
CM571、125-2,000 µg/plate、S9(-)17) 

－ 

復帰突然変異試験 

ネズミチフス菌 TA98、TA100、TA1535、
TA1537、TA1538、プレインキュベーショ

ン法、10-5,000 µg/plate、S9(-/+)24) 

－ 

セラチア菌23) － 
ほ乳類細胞23) － 

遺伝子突然変異試験 

マウスリンフォーマ、L5178Y/TK+/-細胞、

58.4-782 µg/mL、S9(+)17) 
－ 

枯草菌、50-500 µg/disk 24) ＋ 
ラット肝細胞、4.2-417 µg/mL 17) － 

DNA 修復試験 

ヒト線維芽細胞(WI-38)、 
100-1,000 µmol/plate 17) 

＋ 

コメットアッセイ V79 細胞、2h 処理、0.2-2×10-2M、S9(-/+)25) － 
姉妹染色分体交換試験 CHO 細胞、S9(-/+)23) － 
遺伝子変換試験 酵母、2,921 µg/mL 17) ＋ 

in vitro 

染色体異常試験 CHO 細胞、S9(+) 
(S9(-)の場合は、陰性)23) 

＋ 

in vivo 伴性劣性致死試験 雄、ショウジョウバエ、混餌 1,000、6,000、
7,500 µg/mL、注射 1,000 µg/mL 23) 

－ 

*－：陰性 ＋：陽性 
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p-ニトロフェノールの代謝物である p-アミノフェノールの変異原性 
試験方法 試験条件 結果* 

ネズミチフス菌、S9(-/+)23) － 復帰突然変異試験 
大腸菌、S9(-/+)23) － 

遺伝子突然変異試験 マウスリンフォーマ、L5178Y 細胞23) ＋ 

in vitro 

姉妹染色分体交換試験 ヒトリンパ球23) ＋ 
伴性劣性致死試験 ショウジョウバエ、混餌、注射23) － 
翅毛スポットテスト ショウジョウバエ、染色体組換え、遺伝子

突然変異、混餌、注射23) 
＋ 

 
マウス/骨髄細胞23) ＋ 
マウス/骨髄細胞、2 回、腹腔内投与、218、
436 mg/kg 23) 

＋ 
 

in vivo 

小核試験 

ラット/骨髄細胞、3,200 mg/kg 23) － 

*－：陰性 ＋：陽性 

 
6) 発がん性 

(1) 経皮投与 
NTP で実施した雌雄 Swiss-Webster マウス(CFW/CR 系、60 匹/性/群)の背部皮膚に本物質

40、80、160 mg/kg/day(純度 97％)を 3 日間/週×78 週間経皮投与した実験で、雄の 40 
mg/kg/day で細気管支・肺胞の腺腫 /癌の発生率に軽度の増加がみられ、また雄の 40 
mg/kg/day の 1 例において角化棘細胞腫、雄の 80 mg/kg/day の 1 例で乳頭腫がみられたが、

被験物質投与に関連した発がん性はみとめられていない2, 17, 23)。 
雌雄シリアンハムスターに本物質 5、10 mg/匹/回を 1 回/週×78 週間気管内投与し、雄は

117 週間、雌は 103 週間まで観察した実験で、腫瘍発生率の有意な増加はみとめられてい

ない17)。 

 
7) 生殖・発生毒性 
(1) 経口投与 

ラットに本物質 1,000 mg/kg/day を妊娠 11 日目に単回経口投与した実験で、腹児数、児

体重、生存児数、及び外表所見に異常は認められていない18)。 
(2) 経皮投与 

ラットに本物質 50-250 mg/kg/day を F0、F1ともに 120 日間経皮投与した二世代試験で、

F0、F1とも投与による影響はみられず、生殖・発生毒性の NOAEL は 250 mg/kg/day と報告

されている18)。 

 
 
6. ヒトへの影響 
1) 急性影響 

報告なし。 

 
2) 慢性影響 
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作業環境中に本物質が存在したと考えられる o-ニトロフェノール合成に携わった労働者

31 人に対して実施した皮膚感作性試験(epicutaneous test)で本物質に対して 4 人が陽性を示

したとの報告がある17)。 

 
3) 発がん性26, 27, 28) 

機 関 分 類 基 準 

EPA  － 1999 年現在発がん性について評価されていない。 

EU  － 1999 年現在発がん性について評価されていない。 

NTP   1999 年現在発がん性について評価されていない。 

IARC  － 1999 年現在発がん性について評価されていない。 

ACGIH  － 2000 年現在発がん性について評価されていない。 

日本産業衛生学会 － 2001 年現在発がん性について評価されていない。 

ヒトでの発がん性に関する報告はない。 

 
4) 許容濃度27, 28) 

機関名 許容濃度 経皮吸収性 

ACGIH(2000 年) 記載なし － 

日本産業衛生学会(2001 年) 記載なし － 

 
 
7. 生体内運命 

サルに本物質 20 mg/kg を単回経口投与した実験では、血中濃度が数分以内でピークに達す
ることから、本投与経路による吸収が早いことが示されている18)。 

14Cで放射標識した本物質 100 mg/kgを妊娠 14-18日の SD ラットに単回経口投与した実験で
も、血漿中の放射活性の濃度は 0.5時間後には､親動物では 7.17 µg当量/g､胎児では 0.37 µg当
量/gでピークに達したとされ、本物質の吸収が速やかである事が示されている｡また、ほとんどの組
織の最高血漿中濃度は0.5時間後に腎臓で23.27 µg当量/g､肝臓で12.37 µg当量/g､胎盤で3.56 
µg当量/g､胎児で 2.17 µg当量/g、脳で 1.99 µg当量/gで検出され、14Cの排泄(消失)半減期は

親動物で 34.65 時間､胎児で 69.30 時間とされている｡投与後、投与した放射活性のほとんどが尿
中､3％が糞中に速やかに排泄され、尿中に排泄された放射活性はグルクロン酸抱合体 4％､硫酸
抱合体8％､熱酸加水分解物11％､非抱合体16％及び水溶性代謝物61％(詳細不明)であったと

される29)｡ 
14Cで標識した本物質のエタノール溶液を雄のウサギ(3匹)及び雄のビーグル犬(25か月齢、3

匹)の剃毛した皮膚に、それぞれ 0.12 mg/kg及び 0.06 mg/kg単回経皮投与した実験で、吸収速
度はウサギでは 2日間で 16％用量/日、イヌでは 2日間で 3％用量/日であり、ウサギでより速やか
に吸収されることが示されている。7 日後には主要な臓器・組織から放射活性は検出されておらず、
投与量の 35％及び 11％が各々7日後に尿中から検出されている17, 18)。また、同量をウサギとイヌ

に単回静脈内投与した実験でも処置 7 日後において主要な臓器・組織から放射活性は検出され
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ていない。ウサギでは用量の 78％が 1 日以内に尿中から回収され、イヌでは用量の 92％が初日
に尿中に排泄されるとの報告がある18)。 
なお、本物質が血中から消失する速度はマウス､ウサギ､モルモット､ラット及びサルの順で減少

するとの報告もある2)｡ 
ウサギに本物質 200-300 mg/kgを単回経口投与した実験で、本物質のほとんどが完全にグルク

ロン酸及び硫酸抱合されることが示されている。尿中の主要な抱合体はグルクロニドで投与量の

65％であり、16％が硫酸抱合体として排泄されている。また、投与量の 15％がアミノ化合物へ還元
されており、投与量の 1％以下が酸化による生成物である 4-ニトロカテコールとして尿中から検出
されている17, 18)。 
ラットに本物質 8.3 mg/kg を単回静脈内投与した実験で投与量の 35％が硫酸抱合体として、

40％がグルクロン酸抱合体として 24時間後に排泄され、性差はみられていない2, 18)。また、モルモ

ットでは本物質が p-ニトロフェノール-β-D-ガラクトシドに代謝されることが示されている2)｡ 
ヒトの腎臓と本物質を還流した実験でグルクロン酸抱合体及び硫酸抱合体の形成が認められて

おり18)、本物質の抱合は培養されたヒト皮膚の上皮細胞、単離されたラット肝細胞及びイヌの肝臓

ミクロソーム中でも起こることが示されている18)。また、本物質の硫酸抱合は妊娠ウサギでは非妊

娠例に比して減少し､ラット､モルモット及びヒトでは年齢とともに増加するとの報告がある2)｡ 
雄マウスに本物質 50 mg/kgを単回腹腔内投与した実験で、投与量の 24-50％が代謝された形

で最初の 5 時間の間に排泄されている。グルクロン酸及び硫酸エステルが主な代謝物であり、全
代謝物の 95％に相当し、1-2％がグルコシドとされている17)。また、マウスの肝臓へ 4 µMの本物質
を還流した実験では、硫酸抱合体が優先的に検出されるが、本物質の濃度が高くなると未変化体

及びグルクロン酸抱合体が増加することが示されている18)。 
F344 雌ラット(29 日齢)に本物質を単回腹腔内投与(2.5 µg)または単回経皮投与(5 µg、3.9 

µg/cm2)した実験で、腹腔内投与では尿中排泄速度が 4 時間後に最大(21.6％/時間)となり、投与

量の 80-90％の放射活性が 4時間以内に排泄され、120時間後には尿中に投与量の 94.5％、糞
中に 5.0％に排泄され、体内では 0.4％が検出されているのみである。経皮投与では、尿中排泄速
度は 4時間後に最大(6.9％/時間)となるが、腹腔内投与よりも遅く、投与した 30-40％の放射活性
が4時間以内に排泄され、120時間後には投与量の0.7％が処置した皮膚、29.8％が洗浄に用いた
綿、0.4％が体内で検出され、尿中に 66.3％及び糞中に 2.8％が排出されたとされている30)。 

 
 
8. 分 類 (OECD 分類基準) 

 

区 分 分 類*11) 

急性毒性 カテゴリー2、カテゴリー3 またはカテゴリー4 
(経口のデータによる) 

水圏生態毒性 急性カテゴリー2  
* 本調査範囲内のデータを適用した場合の分類であり、最終的なものではない。 
急性毒性分類：OECD の急性毒性分類カテゴリーに基づき、より強い毒性を示す経路 

での値を用いて分類 
水圏生態毒性分類：OECD の急性毒性分類カテゴリーに基づき、最も強い毒性を示す 

水圏環境生物種での値を用いて分類 



(p-ニトロフェノール)10 

 

9. 総合評価 
1) 危険有害性の要約 

本物質は経口及び経皮により吸収されることが示唆されている。 
本物質のヒトでの慢性暴露時の有害性に関する報告はないが、皮膚感作性を示唆する報告

がある。 
実験動物において、急性毒性で虚脱等がみられ、眼及び皮膚に対して刺激性を有する。

また、中等度の感作性が示されている。反復投与毒性でメトヘモグロビン血症、肝臓、腎

臓や生殖器系への影響がみられている。変異原性・遺伝毒性については DNA 修復試験及び

染色体異常試験で陽性の報告があるが、その他の in vitro 及び in vivo の試験では陰性とされ

ている。発がん性に関しては、皮膚塗布での発がん性は認められていない。生殖・発生毒

性試験では本物質の影響は認められていない。 
本物質は環境中に放出された場合、水圏では生分解されにくいが、濃縮性は低い。環境

省のモニタリングでは水質及び大気から検出されたことがある。水圏環境生物に対する急

性毒性は強い。 

 
2) 指摘事項 
(1) ヒトで感作性が示唆されている。 
(2) 実験動物において、眼、皮膚に対して刺激性がみられ、感作性を示す。また、メトヘモ

グロビン血症を生じると報告されている。 
(3) 水圏環境生物に対する急性毒性は強い。 
(4) 化学物質管理促進法の第一種指定化学物質に指定されており、排出量の管理が必要であ

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 14 年 4 月作成 
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 1)  生態毒性図 



 

生態毒性図－１ 
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